
 

 

 

 

 

藍サポ通信  

～明日に向かって～ 

Vol.2 発行日 2011 年 12 月 17 日 

社会福祉法人藍 

大阪市平野区平野南 3‐11‐35 

℡（06）6799‐1065            

有限会社 ひらの 

大阪市平野区平野西 4‐7‐28 

℡（06）6703‐1711 

発行責任者  保田 八十次 

編集 藍サポートネットワーク広報委員会 

http://www.oct.zaq.ne.jp/ainetwork/index.html 

 

 

 

 

 

 

 

 

↑↑児童デイサービス くれよん ハロウィンパーティ！！ 

↓↓生活介護 ひらの なかま一泊旅行！！ 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

藍サポートネットワーク季刊誌 第２号トピックス 

今回のネットワーク季刊誌では生活介護、児童デイサービスでの活動・イベントを掲載します。 

生活介護では一泊旅行と土曜日開所の取り組み。児童デイサービスからは、プール活動、ハローウィン

イベントを紹介します。また、新規事業として居宅介護からは同行援護事業についての紹介を、生活介

護からは新しい取り組みの牛乳パック再利用活動について掲載しています。 

  

藍サポ通信～明日に向かって～に掲載されている写真は、本人又は保護者の同意を得て掲載しています。 



 

                                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    土曜日開所 

生活介護ひらのでは９月より土曜開所を実施しています。 

土曜日開所日では月曜日から金曜日までの授産活動中心の取り組みとは異なり、調理実習やカラオケ

などが中心の取り組みとなっています。調理実習では毎週利用者と一緒に『何が食べたいか？』と検討

し昼食メニューを決めています。初回はたこやき作りでした。自分達で材料を決めて買い物にも出掛け

ています。これまでの人気メニューは、お好み焼き・カレー・ハヤシライス・ぎょうざ…。野菜を洗う、

キッチンバサミで切る、全員で力を合わせて調理をしています。 

 

 

 

 

 

今後も利用者が中心となって活動できる取り組みや、昼寝やまったりとした時間を過ごすことのでき

る取り組みなど、これからも少しずつ計画しよう！と検討中です。      記事担当  柳瀬 

 

なかま一泊旅行（9 月 15 日～16 日） 

今年は香川県小豆島への一泊旅行。両日ともに青空のもと絶好の旅行日和になりました。 

1 日目はバスで岡山県の日生港まで移動し、そのまま船へ乗って昼食を取りました。大きな窓から見える景色を楽しみな

がらの昼食でした。 

小豆島へ到着後、二十四の瞳撮影村に行きました。海のそばにあ

る昔ながらの教室やお店などがあり、映画を知らない人も楽しめる

テーマパークです。海をバックに記念撮影、教室では職員やなかま

が先生役をして、学校時代を思い出したように楽しんでいました。 

その後は宿泊先のホテルオリビアンに移動。大浴場での入浴と宴会場での夕食とカラオケ大

会。ここでも天候に恵まれ、きれいな夕焼けが見られ、みんな感動した面持ちでした。夕食は

海の幸づくしの料理で美味しそうに食べていました。カラオケ大会では熱唱、みんな大盛り上

がりでした。 

2 日目は寒霞渓のロープウェイでの散策では、みんな声をあげ

て景色を見て喜んでいました。近くのお猿の国ではお猿のショーを見たり、小屋にはいって

の餌やり体験では、自分から積極的にえさをあげていました。 

帰りの船では、時間の余裕があったのでデッキへあがり、船上から離れていく小豆島の 

美しい景色を見ていました。                                記事担当  米本 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

行事予定 

 

12 月 

クリスマス会 

餅つき 

忘年会 

 

 

1 月 

新年会 

書き初め 

初詣 

牛乳パック再利用活動 

11 月より藍サポートネットワークでは、生活介護ひらのを中心に牛乳パック再利用活動をしています。皆様からのご協力のもと、

集まった牛乳パックは利用者と一緒にパックの切り開きや選り分けをして、環境事業センターへ持って行っています。 

牛乳パックを図書カードに交換して、本などを購入し保育所や幼稚園に利用者がプレゼントをすることで、利用者と地域を繋いでい

けるような活動にしていきたいと考えています。                            記事担当  米本 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

くれよん プール 

 

 

 

 

 

 

 

８月に屋上にてプール活動をしました。お友達やスタッフと水を掛け

合ったり、華麗(？)な泳ぎを披露したりとみんなプールを満喫しまし

た。                     記事担当  吉田 

進学・進路について考える 

 夏休みが終わり２学期、生活リズムもようやく落ち着いてきた頃、特に就学前児童、小学

６年生、中学３年生、高校３年生の子どもと親にとって大きな選択が迫られます。進学、進

路という人生を左右すると言っても過言ではない出来事が訪れてきます。 

 高等部３年生は、誕生日の２～３か月前になると卒業後どういった制度が使えるのか、施設に通えるのかという為の障害程

度区分認定がなされます。また、就学、進級、進学という事を考えなければならない時期になります。親にとっても、子ども

にとっても未知の世界で丌安がいっぱい。親は、また一から子どもの事を進路先で説明しなければと頭を抱えます。 

 学齢期の子どもたちの生活の中心は学校にあります。一人ひとりの教育課題に合った個別教育プログラムというものが立て

られ、保護者との確認の上、それにそって対応がなされていきます。ただ、学校なので教育というものが対応の中心なのです。 

 「できる」「出来ない」という目先の事だけでなく、長い見通しをもって考える事が大切で、その中で子どもの育ちを見て

いかなければなりません。通園施設、幼稚園、保育所から小学校・中学校・高校または特別支援学校、そして通所（入所）施

設、社会へと歩んでいきます。子ども一人ひとりの育ちを考えた時、どうしていけばよいのかが問題です。進学、進路先の職

員が保護者の方にとって、子育てを一緒に考えていく基盤となりうるのか、受け入れの対応をしっかり見極めてください。 

高等部卒業後の進路先は選ぶ程の選択肢はなく、あったとしても定員がいっぱいで入れるかどうか分らないという事が状況

のようです。「選んでいる場合ではない」「入れたらいい」という事も今の現状です。それでも進学、進路を考える際には次の

事を意識して見て欲しいと思っています。 

 

①保育、教育、福祉観で何を大切にしているか  ②子どもの弱さに対する配慮が十分に出来るか 

③子どもの自発性や意欲への配慮等  ④集団の大きさ、対応する職員の配置等  ⑤家庭（保護者）との連携が出来るか 

 

気を付ける点はまだまだあると思いますが、上記の５つの点を参考にして、進路先を見て下さい。 

藍サポートネットワークとして、一人ひとりのライフサイクル、児童・学齢期から成人期まで一貫した療育・支援を行なっ

ていきたいと考えています。皆さんの地域での生活が少しでも豊かに送れるよう職員一同頑張って支援に向き合いたいと思っ

ていますので、些細な事でも結構ですから何かありましたらお気軽にご相談下さい。     

 記事担当  梅田 

ハロウィンパーティ（表紙写真） 

１０月にハロウィンパーティをしました！今年も

お面作りを協力していただき本当にありがとうご

ざいました＾＾今回のハロウィンパーティでは、

スタッフ主催の「ジャック・オー・ランタン」の

ペープサート（紙人形劇）と子ども達主催の「く

れよんライダーショー」をしました。「ジャック・

オー・ランタン」は、なぜハロウィンにカボチャ

のランプを使うことになったのか？というお話で

す。「くれよんライダーショー」では、くれよんラ

イダーが握手会をしてくれたりとスタッフも子ど

も達も大盛り上がりでした！みんなさまざまな仮

装やお面をかぶって楽しくハロウィンパーティを

しました！        記事担当  吉田 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利用者 保護者会等 フリースペース 

 

 

 

利用者 保護者会等 フリースペー 

新入社員紹介 

      ←カルロス・マヌエル・パニアグア・コトリナ  H23 年 5 月入社 社会福祉法人藍 ひらの   

       Hola Amigos （オラ・アミゴス＝こんにちは！！）ペルーから来ました。皆からはカルロスと呼ばれています。 

日本に来て 20 年になり永住権も取得しています。生活介護ひらので働けるチャンスに恵まれ感謝しています。 

一生懸命働きますのでよろしくお願いします。 

 

荒居 あゆみ（あらい あゆみ）  H23 年８月入社 社会福祉法人藍 くれよん→ 

こどもが大好きで毎日全力でこどもと遊んでいます。毎日くたくたになっています(^^) 

こどもに負けずに元気よく過ごしていきますのでよろしくおねがいします。 

人事異動 

←郡 雄太（こおり ゆうた）  H23 年 9 月 社会福祉法人藍ひらのより社会福祉法人藍くれよんへ異動 

2 年間ひらので大人の方と一緒に過ごしていたので、子ども達の元気なパワーに驚いている毎日です。これから

も宜しくお願い致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

藍サポートネットワークでは随時職員・ボランティアを募集しています。 

経験の有無を問わず介護サービスに従事されることを希望される方は下記連絡先までご連絡下さい 

社会福祉法人藍  大阪市平野区平野南 3‐11‐35       ℡（06）6799‐1065 

有限会社 ひらの 大阪市平野区平野西 4‐7‐28        ℡（06）6703‐1711 

メールアドレス：ainetwork@oct.zaq.ne.jp   

広報委員会よりお知らせ：ホームページがリニューアルされました。今後も定期的に更新をしていきますので、よ 

ろしくお願いします 

ホームページ：http://www.oct.zaq.ne.jp/ainetwork/index.html または Google「藍サポートネットワーク」で検索 

 

藍サポートネットワークの事業所についてのご意見・ご感想・ご質問をお寄せ下さい！！ 

頂いた記事は、当フリースペースで紹介させていただきます。 

 

記事の投稿は下記のメールアドレスにお送りください。 

メールアドレス：ainetwork@oct.zaq.ne.jp               

同行援護がスタート 

平成 23 年 10 月から視覚に障がいを持たれた方に対して同行援護の制度が始まりました。この制度は外出時に必要な情報提供や

代筆、代読といったサービスを提供することで快適で安全な外出ができることを目的とした制度となっています。当事業所でも指定

手続を行い、11 月からサービス提供を実施しています。視覚障がいは先天的な障がいだけでなく、事故や緑内障、糖尿病の合併症

など様々な原因で視力に障がいがでる中途障がいがあります。中途障がいの場合、外出することへの丌安が大きくなってしまい家に

閉じこもりがちになってしまうこともあるそうです。同行援護の制度が視覚に障がいがある方にとって『外出してみたい』といった

気持ちを抱かせる制度になればと思います。                               記事担当  山川 

 

ヘルパー日記 

ヘルパーという仕事柄か、外にでかけるとどうしても車いすに乗っている方や高齢者の方に目がいってしまいます。（悪い癖か

な・・・？） 

最近、地下鉄を利用していると車いすに乗って外出する人が増えているように感じます。十年程前は障がいがある方と外出すると

なるとトイレの位置やエレベーターがあるかなど移動ルートを考えるのに大変でしたが近年、バリアフリー化が進んだおかげで車い

す用のトイレが完備されていたり、スロープも多くなり移動ルートを考える必要がなくなりました。バリアフリーが進んだ背景には

障がいが社会に受け入れられ始めたといった要因もありますが、それと同じぐらい高齢化が進んだこともあるのではないでしょう

か？現にエレベーターやスロープなんかは障がい者だけでなく高齢者の方も利用されています。それに車いす用のトイレにはどなた

でもご自由に利用してくださいと書かれているところもあり、健常者の方も堂々と利用されているぐらいです。そんな様子をみてい

ると障がい者、高齢者、健常者の間に壁はなく、ノーマライゼーションが少し進んでいるのかなぁ～と感じる今日この頃です。                                  

記事担当   山川 

                                   

 

 

 

 


